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OPECは原油安の長期化を懸念し始めた模様 

原油価格（WTI 期近物）は大きく下落している（第 1 図）。昨年 11 月末の石油輸

出国機構（OPEC）総会で減産が見送られて以降、供給過剰感がさらに強まったこと

から、WTI は下げ足を速めた。1 月 6 日に 50 ドルを割った後もさらに値を下げ、28

日には 44.45ドルと 5 年 11ヵ月振りの安値をつけた。 

 

年明けに 40 ドル台に下落した原油価格は、底値を探る展開が続いている。価格が

底を打って上昇に転じるには、米国を中心とする非 OPEC 諸国の原油生産の拡大ペー

ス鈍化、または OPEC 減産といった供給過剰の解消につながる材料が不可欠である。 

原油生産の先行きをみる上で、石油掘削装置（リグ）の稼動数が注目される。米国

のリグ稼動数は昨年 10月をピークに減少しており、1月は大きく落ち込んでいるのに

対して、サウジアラビアとクウェート、UAE のリグ稼動数は高止まっている（第 2

図）。中東産油国よりも生産コストが高いとみられる米国の石油の掘削活動が、原油

安の影響を受けて鈍化していることを示していよう。米国の原油生産量は足元 12 月

まで変化はみられないが、今後の生産動向を注視する必要がある。 

一方、OPEC は、11 月の総会以降も減産しない姿勢を堅持しているが、最近のバド

リ OPEC 事務局長の発言に変化がみられる。バドリ事務局長は総会後の会見で「われ

われは価格目標を持っていない」と価格についてコメントしなかったが、1月 21日に

「原油価格は近く回復する」、22日「20ドルや 25ドルまで下がらない」、26日「原

油価格は底入れした可能性があり、近く上昇に転じる」と価格水準に言及し始めた。

原油安が進行・長期化すれば、OPEC 加盟国の経済、特に財政収支へ与える影響は大

きい。米国の原油生産の拡大鈍化にしばらく時間がかかると見込まれる中、バドリ事

務局長は、口先介入によって原油価格の一段安を抑える意図があったとみられる。 
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（資料）Bloombergより三菱東京UFJ銀行経済調査室作成

第1図：原油価格（WTI期近物）の推移
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第2図：米国と中東産油国の石油リグ稼動数の推移

（注）米国は1月23日までのデータ。中東産油国の1月データは未発表。

（資料）Baker Hughes資料より三菱東京UFJ銀行経済調査室作成
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照会先：三菱東京 UFJ 銀行 経済調査室  竹島  慎吾 shingo_takeshima@mufg.jp 

                    篠原 令子 reiko_shinohara@mufg.jp 
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